
玄
真
の
高
弟
海
上
随
鴎
の
「
社
盟
録
」
｝

村
の
武
元
登
々
庵
が
名
を
列
ね
て
い
る
。

岡
山
県
に
お
け
る
蘭
学
の
系
譜
は
、
大
き
く
別
け
て
、
杉
田
玄
白
ｌ
宇
田
川
玄
随
系
と
シ
ー
ポ
ル
ト
系
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
杉
田
玄
白
に

（
一
）

直
接
師
事
し
外
科
を
学
ん
だ
美
作
勝
問
田
の
医
師
小
林
令
助
が
い
る
。

宇
田
川
玄
随
の
蘭
学
は
、
玄
随
の
死
後
、
宇
田
川
家
を
嗣
い
だ
玄
真
（
安
岡
氏
）
、
椿
庵
、
興
斎
に
受
け
継
が
れ
、
明
治
を
迎
え
る
。
一
方
、

玄
真
の
門
人
坪
井
信
道
に
入
門
し
た
津
山
藩
医
箕
作
玩
甫
、
足
守
藩
の
緒
方
洪
庵
は
そ
れ
ぞ
れ
江
戸
、
大
坂
で
蘭
学
の
花
を
咲
か
せ
た
。
ま
た

玄
真
の
高
弟
海
上
随
鴎
の
「
社
盟
録
」
に
三
名
の
岡
山
人
、
す
な
わ
ち
倉
敷
の
賀
川
周
哲
（
南
龍
）
、
備
前
藩
医
佐
治
玄
圃
、
備
前
和
気
郡
北
方

シ
ー
ポ
ル
ト
の
鳴
滝
塾
に
は
備
前
岡
山
の
児
玉
順
蔵
、
美
作
勝
山
の
石
井
宗
謙
、
備
前
建
部
の
石
坂
桑
亀
が
入
門
し
て
い
る
。
ま
た
シ
ー
ボ

ル
ト
の
門
人
の
伊
東
玄
朴
の
象
先
堂
に
は
備
前
、
備
中
、
美
作
出
身
の
十
六
名
が
入
門
し
て
い
る
。

宇
田
川
玄
随
系
蘭
学
は
江
戸
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
箕
作
玩
甫
の
活
躍
の
場
は
や
は
り
江
戸
で
あ
り
、
緒
方
洪
庵
の
蘭
学
は
大
坂
で

あ
っ
た
。
江
戸
、
京
坂
は
東
西
に
お
け
る
経
済
、
文
化
の
中
心
で
あ
り
、
特
に
江
戸
は
幕
府
、
す
な
わ
ち
政
治
の
中
枢
で
、
全
国
の
頭
脳
が
集

中
し
た
。
こ
れ
ら
の
蘭
学
社
中
の
活
動
、
業
績
、
人
物
像
及
び
門
人
達
の
活
動
に
つ
い
て
は
多
く
の
書
物
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
最
近
筆
者

は
海
上
随
鴎
に
大
坂
で
蘭
学
を
学
び
挫
折
し
た
眼
科
医
で
あ
り
、
漫
遊
詩
人
と
し
て
京
都
で
一
生
を
終
え
た
武
元
登
々
庵
に
つ
い
て
の
足
跡
に

（
一
一
）

つ
い
て
記
述
し
た
。
そ
こ
で
備
前
の
蘭
学
の
開
祖
と
さ
れ
て
い
る
児
玉
順
蔵
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
す
で
に
森
紀
久
男
著
『
備
前
洋
学
の

備
前
藺
学
の
開
祖
児
玉
順
蔵
と
漢
藺
折
衷
医
難
波
抱
節

和
曜
唾
蕪
讓
一
言
嗜
澆
平
成
三
年
八
月
十
七
日
鴬

中
l

山

沃
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十
三
歳
の
と
き
、
す
な
わ
ち
文
化
十
四
年
三
月
か
ら
十
一
月
ま
で
八
カ
月
半
、
主
家
の
許
を
え
て
、
赤
穂
藩
藩
校
博
文
館
の
督
学
で
儒
医
の

一
、
マ
（
膳
）

神
吉
主
善
の
も
と
で
医
術
を
学
ん
だ
。
十
数
歳
の
医
師
で
は
主
家
で
も
、
ま
た
社
会
的
に
も
信
用
度
は
薄
く
、
伝
え
聞
く
蘭
方
医
学
修
行
に
胸

を
燃
や
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
十
八
歳
の
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
、
近
親
に
も
告
げ
ず
、
秘
か
に
脱
藩
し
、
長
崎
に
姿
を
現
わ
し
た
。
翌
文
政
六

年
八
月
長
崎
に
来
港
し
た
シ
ー
ポ
ル
ト
は
翌
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
長
崎
郊
外
の
鳴
滝
漣
塾
を
開
い
た
。
順
蔵
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
シ
ー
ポ

ル
ト
の
門
人
に
な
っ
た
か
は
不
明
で
、
最
近
ま
で
シ
ー
ポ
ル
ト
の
門
人
で
あ
る
と
い
う
直
接
の
資
料
は
未
発
見
で
あ
っ
た
。
田
中
助
一
先
生
は

（
五
）

先
年
、
長
州
藩
萩
の
御
用
商
人
熊
谷
家
文
書
中
に
次
の
順
蔵
に
関
す
る
諸
資
料
を
見
つ
け
ら
れ
た
。

以
下
は
本
当
の
数
え
年
齢
で
述
べ
る
。

そ
し
て
も
う
一
人
、
児
玉
順
蔵
と
同
時
代
に
生
き
、
備
前
藩
家
老
日
置
氏
の
侍
医
と
し
て
、
漢
蘭
折
衷
派
の
地
方
医
で
あ
り
な
が
ら
天
下
に

そ
の
名
を
轟
か
せ
、
牛
痘
接
種
の
普
及
に
力
を
尽
し
た
が
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
コ
レ
ラ
大
流
行
に
際
し
、
患
者
の
治
療
に
従
事
中
、
不

（
二
×
七
）

幸
に
も
感
染
し
急
死
し
た
難
波
抱
節
に
つ
い
て
述
べ
て
ぷ
た
い
。
抱
節
に
つ
い
て
は
岡
山
の
地
方
史
に
、
彼
の
産
科
学
に
つ
い
て
は
『
日
本
産

（
八
）
（
九
）
（
一
○
）

科
学
史
」
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
抱
節
及
び
長
男
経
直
の
旧
蔵
書
が
労
働
科
学
研
究
所
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
最
近
筆
者
は
そ
の
一
部

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
年
の
懸
案
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
一
二
）

始
祖
児
玉
順
蔵
先
生
』
が
あ
り
、
そ
り

玉
家
か
ら
筆
者
が
仲
介
し
、
岡
山
大
学
一

順
蔵
の
辿
っ
た
足
跡
を
追
っ
て
ゑ
た
い
。

文
化
二
年
、
備
前
藩
家
老
伊
木
家
の
侍
医
児
玉
泰
順
の
子
と
し
て
生
れ
た
が
、
父
の
死
に
よ
り
、
文
化
八
年
八
月
、
七
歳
で
跡
目
相
続
を
許

（
一
一
）

さ
れ
、
五
人
扶
持
を
支
給
さ
れ
た
。
し
か
し
主
家
へ
の
自
奉
公
害
に
は
十
七
歳
と
記
さ
れ
て
い
る
。
主
家
か
ら
許
さ
れ
た
偽
の
年
齢
で
あ
る
。

一
、
児
玉
順
蔵
（
一
八
○
五
’
一
八
六
一
）
の
蘭
学

（
四
）
（
五
）

り
、
そ
の
後
の
資
料
す
な
わ
ち
井
上
忠
校
訂
「
武
谷
祐
之
著
、
南
何
一
夢
」
、
田
中
助
一
先
生
の
発
見
資
料
、
児

（
一
ハ
）

岡
山
大
学
へ
寄
贈
さ
れ
た
順
蔵
の
遺
品
、
筆
者
の
武
谷
家
墓
地
展
墓
な
ど
を
参
考
と
し
、
一
地
方
の
蘭
学
者
児
玉
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資
料
一
、
①
口
上

十
九
日

五
右
衛
門
様

資
料
一
、

一
一
、

一
一
一
、

四
、

御
製
可
被
下
候

順
蔵
は
シ
ー
ポ
ル
ト
の
も
と
で
オ
ラ
ン
ダ
語
お
よ
び
医
学
を
学
ぶ
と
共
に
、
他
の
門
弟
と
同
様
、
植
物
の
探
索
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
シ

ー
ポ
ル
ト
か
ら
支
給
さ
れ
た
旅
費
な
ど
を
浪
費
し
て
し
ま
い
、
復
命
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
鳴
滝
塾
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
シ
ー
ポ
ル
ト
に
就
学
の
直
後
は
勉
学
に
い
そ
し
ん
だ
順
蔵
も
、
次
第
に
国
際
色
豊
か
な
港
町
長
崎
の
紅
燈
に
染
っ
て
い
っ
た
。
頻

繁
に
青
楼
（
遊
女
屋
）
に
足
を
運
び
、
旅
館
に
娼
婦
を
呼
び
寄
せ
遊
興
に
耽
っ
た
。
そ
の
た
め
シ
ー
ポ
ル
ト
か
ら
の
研
究
費
も
こ
の
た
め
に
使
い

果
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
間
の
所
行
は
、
同
じ
シ
ー
ポ
ル
ト
の
門
弟
岡
研
介
が
長
崎
滞
留
中
の
熊
谷
五
右
衛
門
に
あ
て
た
書
簡
（
資
料
二
）
の
中

②
「
ヨ
ン
グ
ス
テ
シ
ュ
ス
ト
ル
処
方
」
と
記
し
、
つ
づ
い
て
煎
剤
と
丸
薬
の
処
方
と
用
法
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
○
印
の
ホ
フ
マ
ン

ス
、
エ
イ
ズ
ル
テ
ィ
ン
ク
テ
ュ
ー
ル
、
イ
。
ヘ
カ
コ
ア
ナ
、
タ
ン
キ
リ
、
は
「
差
上
申
候
」
と
述
べ
、
最
後
に
、

「
御
容
躰
シ
ー
ホ
ル
ト
旅
よ
り
帰
省
之
上
、
申
上
候
、
何
分
早
く
罷
帰
不
申
候
て
く
治
療
難
仕
、
シ
ー
ポ
ル
ト
も
申
居
申
候
、
必
必
乍
御
面
倒

以
上五

右
衛
門
様
」

順
蔵
が
熊
谷
五
右
衛
門
に
送
っ
た
薬
の
処
方
を
記
し
た
文
書

岡
山
か
ら
熊
谷
五
右
衛
門
宛
書
簡
一
通

岡
研
介
の
五
右
衛
門
宛
書
簡
三
通

順
蔵
の
和
歌
短
冊
二
枚

順
蔵

シ
ュ
ス
ト
ル
処
方
差
送
申
候
、
御
受
取
可
被
下
候
以
上

順
蔵
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ま
た
次
便
（
九
月
二
十
五
日
書
簡
）
で
も
、
「
順
三
狂
妄
大
方
な
ら
ず
、
段
々
申
合
せ
心
配
仕
候
」
と
伝
え
て
い
る
。
筆
者
の
推
測
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
書
簡
は
文
政
八
年
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
遊
蕩
で
師
を
裏
切
り
、
友
人
か
ら
は
見
は
な
さ
れ
、
長
崎
に
お
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

（
一
一
一
）

り
、
郷
里
岡
山
に
帰
る
よ
り
仕
方
が
な
か
っ
た
。
帰
途
筑
前
鞍
手
郡
高
野
村
（
現
若
宮
町
大
字
高
野
）
の
医
師
武
谷
元
立
（
一
七
八
五
’
一
八
五
二
）

の
家
に
立
寄
っ
た
。
恐
ら
く
順
蔵
の
懐
中
は
無
一
文
に
等
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
武
立
は
順
蔵
か
ら
シ
ー
ポ
ル
ト
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
卓
越
し

て
い
る
話
を
聞
き
、
同
志
の
宗
像
郡
の
百
武
万
里
、
鞍
手
郡
内
有
吉
周
平
ら
十
数
名
と
共
に
彼
の
講
義
を
聴
い
た
。
翌
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

正
月
九
日
（
西
暦
二
月
十
五
日
、
以
下
、
月
日
は
西
暦
）
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
江
戸
参
府
の
た
め
長
崎
出
島
を
出
発
し
、
二
月
二
十
日
に
木
屋
瀬
に
到

着
し
、
石
橋
甚
三
郎
方
に
宿
泊
し
た
。
こ
れ
を
伝
え
聞
い
た
元
立
は
順
蔵
に
、
木
屋
瀬
の
シ
ー
ポ
ル
ト
の
所
へ
行
き
、
前
非
を
謝
罪
す
べ
き
で

あ
る
と
す
す
め
ら
れ
、
元
立
に
従
行
し
、
石
橋
方
に
ゆ
き
シ
ー
ポ
ル
ト
に
面
接
し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ん
で
話
は
は
ず

ん
だ
。
シ
ー
ポ
ル
ト
は
す
で
に
日
本
語
を
た
く
み
に
あ
や
つ
っ
た
が
、
順
蔵
は
オ
ラ
ン
ダ
語
会
話
を
中
断
し
て
い
た
の
で
、
話
す
こ
と
も
、
理

「
順
三
（
蔵
）
儀
先
便
二
申
上
候
、
実
二
御
存
し
之
通
風
間
一
三
』
御
聞
及
有
之
と
奉
存
候
、
兎
角
虚
言
計
り
て
御
座
候
、
段
々
悪
行
（
傍
註
、

出
島
破
法
青
棲
□
□
）
有
之
候
間
、
却
て
貴
家
之
名
一
一
も
相
系
り
可
申
哉
ト
奉
存
候
。
兼
て
御
心
安
仕
候
間
、
右
申
上
不
仕
候
て
は
無
念
二
も
可

相
成
と
奉
存
候
間
、
右
様
申
上
候
、
参
り
懸
に
は
小
子
杯
方
二
も
参
り
、
書
物
会
読
可
仕
様
申
居
候
へ
共
、
頃
日
は
旅
館
二
娼
婦
呼
寄
七
候
様

承
り
申
候
、
一
度
も
吉
雄
杯
江
〈
参
り
不
申
、
右
は
申
上
候
通
御
心
中
に
て
左
様
御
思
召
御
心
得
一
一
可
被
成
候
、
申
も
疎
一
一
御
座
候
へ
共
、
時

候
御
用
心
專
一
二
奉
存
候
、
恐
僅
謹
言

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

熊
谷
五
右
衛
門
様
」

九
月
十
三
日

岡

研
介
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（
四
）

解
も
で
き
な
か
っ
た
（
ハ
ナ
ハ
ダ
嘔
唖
タ
リ
、
「
南
何
一
夢
」
紀
要
十
号
）
。
元
立
の
勧
め
に
よ
り
、
順
蔵
は
さ
き
の
妄
費
の
償
い
金
を
シ
ー
ポ
ル
ト

に
差
し
出
し
た
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
元
立
の
情
誼
懇
篤
を
感
じ
、
こ
れ
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。
順
蔵
は
再
三
受
け
取
っ
て
ほ
し
い
と
申
し
出

た
が
、
元
立
に
贈
る
と
い
っ
て
と
う
と
う
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
夜
遅
く
ま
で
親
し
く
語
り
合
い
、
高
野
村
に
帰
っ
た
。
翌
文
政
十
年

（
一
八
二
七
）
、
元
立
は
百
武
、
有
吉
及
び
糸
島
郡
の
原
田
種
彦
ら
と
と
も
に
長
崎
に
出
て
、
翌
十
一
年
シ
ー
ポ
ル
ト
の
帰
国
ま
で
そ
の
門
弟
と

し
て
關
方
医
学
を
学
ん
だ
。
そ
の
た
め
順
蔵
も
こ
の
頃
郷
里
へ
の
帰
途
に
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
脱
藩
し
《
Ｌ
・
た
め
、
す
ぐ
に
岡
山
に
入
る

こ
と
が
で
き
ず
、
親
類
の
い
る
備
中
下
道
郡
箭
田
村
（
現
吉
備
郡
真
備
町
）
で
開
業
し
た
。
そ
れ
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
頃
で
あ
っ
た
と
い

わ
．
れ
て
い
る
。
数
年
後
帰
参
を
許
さ
れ
た
。
「
児
玉
順
蔵
奉
公
言
」
に
、
「
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
午
八
月
二
十
三
日
帰
参
被
仰
付
、
五
人
扶
持

被
下
、
御
医
者
次
席
二
被
仰
付
候
」
と
記
さ
れ
、
脱
藩
以
来
中
断
し
て
い
《
に
奉
公
書
の
記
述
を
再
開
し
て
い
る
。

岡
山
府
内
の
西
中
島
に
居
を
定
め
、
医
業
の
か
た
わ
ら
私
塾
を
開
き
蘭
学
を
教
え
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
医
聿
曰
を
翻
訳
し
出
版
し
《
に
。
す
な
わ
ち

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
『
外
科
原
式
』
二
巻
（
創
傷
則
及
び
潰
瘍
則
）
を
発
刊
し
た
。
門
人
に
は
島
村
鼎
甫
、
石
井
信
義
、
明
石
退
蔵
、
長
瀬

時
衡
、
津
下
精
斎
、
岡
野
松
一
一
節
、
花
一
房
義
質
（
以
上
七
人
は
い
ず
れ
も
適
塾
に
入
門
し
て
い
る
）
、
松
岡
隣
松
本
練
平
、
黒
田
綱
彦
、
大
原
利

（
一
一
一
）

謙
の
名
か
挙
げ
ら
れ
て
い
る
《
か
、
は
っ
き
り
し
《
に
資
料
の
あ
る
の
は
花
房
、
松
岡
、
黒
田
の
三
名
で
あ
る
。

当
時
の
備
前
藩
は
保
守
的
で
、
「
時
の
藩
庁
は
洋
学
を
視
て
切
支
丹
だ
、
醜
夷
の
学
問
だ
と
認
定
し
て
、
公
然
字
ぶ
こ
と
を
許
さ
な
い
。
若

し
学
ぶ
者
が
あ
れ
ば
見
当
り
次
第
鉄
窓
の
下
に
繋
ぐ
徒
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
で
あ
っ
た
か
ど
う
だ
か
児
玉
先
生
は
遂
に
伊
木
家
に
容
れ
ら
れ
ず

浪
人
し
て
大
坂
に
行
き
…
…
（
中
略
）
余
（
黒
田
綱
彦
、
一
八
五
○
’
一
九
一
三
）
が
漸
く
五
歳
（
安
政
元
年
）
の
頃
、
先
生
は
岡
山
小
橋
町
に
居
を

構
え
て
居
て
、
余
が
家
と
僅
に
五
、
六
軒
を
隔
つ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
或
る
時
先
生
は
隣
家
の
甲
乙
を
集
め
て
語
る
に
、
西
洋
の
事
情
を
以
て

し
た
。
其
の
一
節
に
パ
リ
や
ロ
ン
ド
ン
と
い
ふ
都
会
で
は
家
を
作
る
に
柱
を
建
て
ず
、
壁
を
塗
ら
ず
、
砥
石
の
様
な
瓦
を
積
み
重
ね
て
薬
を
流

し
か
け
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
不
思
議
に
も
瓦
が
岩
の
様
に
な
っ
て
、
驚
く
程
堅
固
な
家
が
で
き
る
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
一
語
は
痛
く
余
の
脳

漿
を
刺
激
し
た
。
こ
れ
か
余
か
十
歳
の
頃
、
人
目
を
忍
ん
で
洋
圭
目
に
肝
胆
を
擬
し
た
素
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
文
久
の
末
年
、
洋
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「
翁
（
順
蔵
）
は
医
を
本
業
と
す
れ
ど
も
、
和
漢
の
学
に
も
通
じ
、
洋
書
は
天
文
、
暦
術
、
兵
制
の
こ
と
に
も
渉
り
、
予
等
初
学
の
者
に
も
し

ば
し
ば
世
界
の
大
勢
を
語
り
、
政
治
、
兵
制
の
改
革
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
説
き
、
ま
た
銃
砲
の
器
た
る
今
日
の
ご
と
く
一
人
一
家
の
技

備
前
藩
主
池
田
慶
政
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
二
月
水
戸
の
徳
川
斉
昭
の
子
九
郎
麿
（
茂
政
、
一
八
三
九
’
一
八
九
七
）
を
養
嗣
子
と
し
藩

主
に
迎
え
、
藩
主
を
退
い
た
。
撰
夷
派
の
斉
昭
の
子
息
を
藩
主
に
迎
え
る
と
い
う
状
況
は
藩
中
枢
部
の
思
想
動
向
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

順
蔵
の
門
人
の
一
人
花
房
義
質
（
一
八
四
一
Ｔ
一
九
一
七
、
駐
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
公
使
、
宮
内
次
官
、
日
本
赤
十
字
社
長
を
歴
任
、
子
爵
）
は
、
順
蔵
に

（
一
一
ユ
）

つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

学
の
率
先
者
児
玉
順
蔵
先
生
は
す
で
に
岡
山
の
地
に
は
居
な
い
。
さ
れ
ど
三
五
の
門
弟
が
あ
っ
た
が
、
遺
憾
に
も
其
門
弟
が
此
地
に
在
る
と
い

ふ
こ
と
を
知
ら
な
い
で
い
た
。
の
象
な
ら
ず
迂
澗
に
人
に
尋
ね
る
こ
と
も
で
き
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
に
山
川
正
朔
先
生
（
伊
東
玄
朴

門
人
）
が
先
進
で
あ
る
と
聞
い
て
、
強
い
て
其
許
に
蘭
学
の
指
南
を
求
め
た
。
先
生
は
、
『
蘭
学
を
学
ん
で
何
の
用
に
す
る
ｏ
』
と
言
わ
れ
た
。

余
は
、
『
勧
王
の
為
で
あ
る
。
」
と
答
え
る
と
、
先
生
は
忽
ち
色
を
変
え
て
、
『
医
師
の
外
、
決
し
て
学
ぶ
も
の
で
は
無
い
。
別
け
て
勤
王
家
な

ど
と
口
に
す
る
さ
え
論
の
外
で
あ
る
Ｏ
」
と
物
の
見
事
に
叱
り
飛
ば
し
て
再
び
一
一
二
口
葉
を
交
え
て
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
慶
応
元
、
二
、
三
の

（
一
二
一
）

満
三
年
は
勃
々
禁
じ
難
い
志
を
抱
い
て
空
し
く
時
日
を
経
過
し
た
」
（
黒
田
綱
彦
「
懐
古
談
」
）
。

二
）
（
一
四
）

山
川
正
朔
（
一
八
一
四
’
一
八
八
二
）
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
伊
東
玄
朴
の
象
先
堂
に
入
門
、
止
宿
し
蘭
学
を
学
び
、
安
政
二
年
（
一
八

五
五
）
正
月
、
「
薗
字
医
術
共
志
深
功
之
趣
相
聞
候
二
付
」
五
人
扶
持
惣
医
者
と
し
て
江
戸
で
召
抱
え
ら
れ
、
さ
ら
に
薗
字
御
用
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
》
一
」
し
て
ひ
き
つ
。
つ
き
三
’
五
年
間
止
宿
し
、
蘭
学
の
修
行
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
る
一
方
、
江
戸
在
住
の
蘭
学
執
心
の
者
数
名
に
対
し

て
、
藩
の
屋
敷
内
で
蘭
学
望
琶
教
え
た
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
十
一
月
藩
内
児
島
郡
日
比
沖
に
来
航
し
た
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
と
の
応
接
一
笑
叩
ぜ
ら

れ
出
張
し
、
提
督
と
オ
ラ
ン
ダ
語
で
応
接
し
た
。
そ
の
結
果
、
無
事
英
艦
を
江
戸
に
向
わ
せ
る
と
い
う
大
任
を
果
し
、
た
。

こ
の
よ
う
な
蘭
学
者
山
川
坐
ざ
し
て
、
上
述
の
言
を
吐
か
し
め
た
備
前
藩
の
蘭
学
を
学
ぶ
環
境
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
測
り
知
る
こ
と
が

《
」
善
ご
プ
つ
。

(110) 110



術
と
し
て
の
み
用
う
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
天
下
一
般
の
制
度
を
も
っ
て
こ
れ
を
定
め
用
う
べ
き
も
の
な
り
。
故
に
砲
術
と
い
う
よ
り
は
む
し

ろ
砲
制
と
い
う
ま
で
に
政
治
、
兵
制
共
に
改
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
言
え
る
こ
と
あ
り
。
こ
れ
が
、
予
が
全
国
統
一
の
政
体
確
立
せ
ざ
れ
ぱ
、
外

国
に
対
時
す
る
に
足
ら
ざ
る
を
悟
る
の
始
め
な
り
し
。
」

ま
た
義
質
の
弟
直
三
郎
は
、
父
端
連
（
岡
山
市
初
代
市
長
）
に
つ
い
て
の
懐
古
談
の
中
で
順
蔵
に
つ
い
て
次
の
よ
う
Ｅ
一
二
口
及
し
て
い
る
。

「
随
っ
て
洋
学
も
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
（
父
端
連
は
）
早
く
か
ら
気
が
つ
い
て
い
た
。
し
か
し
自
分
は
と
て
も
や
っ
て
居
る
問

が
な
い
と
い
う
の
で
、
兄
（
義
質
）
を
児
玉
順
蔵
に
頼
ん
で
蘭
学
を
学
ば
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
丁
度
兄
が
十
五
、
六
歳
の
時
（
安
政
一
Ｔ
二
一

年
）
の
時
で
維
新
前
十
年
程
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）
児
玉
と
い
う
人
も
頗
る
識
言
家
で
あ
っ
た
が
、
少
し
偏
屈
な
人
で
、
伊
木
の
抱
医

者
で
あ
っ
た
か
、
自
分
の
二
階
よ
り
外
に
容
易
に
出
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人
で
あ
っ
て
、
医
者
で
あ
り
な
が
ら
病
人
を
診
て
く
れ
と
い
う
て

も
、
気
か
向
か
な
け
れ
ば
行
か
ぬ
と
い
う
風
な
人
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
風
変
り
な
人
で
あ
っ
た
が
、
父
の
所
へ
は
よ
く
話
に
来
て
、
私
の
家

の
者
な
ど
は
能
く
児
玉
に
診
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
」

（
一
二
）
（
一
ハ
）

ま
た
門
人
の
一
人
松
岡
隣
（
手
塚
律
蔵
の
門
人
、
画
家
松
岡
寿
の
父
）
は
「
記
岡
山
西
学
開
祖
児
玉
先
事
文
」
の
中
で
、
「
然
ル
ー
先
生
気
宇
超

イ
サ
ギ
ョ

然
、
筆
脆
（
も
の
を
さ
さ
げ
て
ひ
ざ
ま
ず
く
）
曲
拳
（
身
体
を
屈
し
て
礼
を
す
る
）
を
屑
し
と
せ
ず
、
晩
年
遂
に
休
暇
を
乞
い
遊
び
大
坂
に
寓
す
。
緒

方
洪
庵
と
相
往
来
し
専
ら
蘭
籍
を
翻
訳
す
る
を
以
て
娯
と
な
す
。
今
存
す
る
所
の
病
学
渕
源
、
医
宗
玉
海
等
は
是
な
り
」
と
述
べ
て
お
り
、
納

得
す
る
の
で
‘
な
け
れ
ば
、
上
司
に
も
屈
せ
ず
、
世
間
的
に
は
偏
屈
な
人
間
と
し
て
通
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

順
蔵
は
備
前
藩
の
陪
臣
で
あ
り
、
藩
当
局
は
彼
の
蘭
学
の
才
能
を
活
用
し
な
か
っ
た
た
め
悶
悶
の
日
日
〃
を
藺
言
の
翻
訳
、
少
数
の
門
弟
に
藺

学
を
教
え
る
こ
と
で
過
ご
し
、
自
ら
を
慰
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
嘉
水
五
年
（
一
八
五
二
）
十
二
月
（
五
一
歳
）
腫
は
長
病
の
た
め
御
番
方
を

免
ぜ
ら
れ
、
御
医
者
末
席
に
格
下
げ
さ
れ
た
。
そ
の
上
、
同
藩
士
夏
井
嘉
吉
に
と
つ
い
で
い
た
一
人
娘
ヒ
サ
は
精
神
病
の
た
め
離
縁
と
な
り
、

一
女
セ
ン
を
伴
っ
て
順
蔵
の
も
と
に
帰
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
が
重
な
り
、
開
室
三
翻
訳
に
専
念
す
る
、
一
生
め
の
ほ
か
、
娘
の
治
療
の
《
に
め
、

主
家
伊
木
家
を
辞
し
、
大
坂
に
転
居
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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大
坂
に
転
居
し
て
か
ら
は
読
書
に
専
念
、
特
に
オ
ラ
ン
ダ
の
病
理
学
害
の
翻
訳
に
意
欲
を
燃
し
た
。
前
述
の
よ
う
屑
ド
イ
ツ
内
科
学
教
授

コ
ン
ラ
ジ
の
『
病
理
学
総
論
」
（
通
論
）
の
蘭
訳
本
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
医
師
ス
ト
ク
フ
ィ
ス
望
○
鼻
ぐ
厨
閲
訳
、
一
八
三
五
年
刊
）
を
緒
方
洪
庵
か

ら
借
用
翻
訳
し
、
『
公
氏
医
宗
玉
海
』
と
題
し
て
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
初
夏
、
三
巻
三
冊
を
出
版
し
た
。
内
容
は
「
熱
病
」
の
「
総
論
」

と
「
各
論
」
す
な
わ
ち
単
純
脈
衝
熱
、
神
経
熱
、
腐
敗
熱
、
胃
腸
熱
、
発
黄
熱
、
伝
染
疫
、
間
敵
熱
に
つ
い
て
論
じ
、
巻
三
末
に
薬
方
譜
六
枚

（
一
ハ
）

が
附
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
出
版
は
こ
の
三
冊
の
み
で
あ
る
が
、
第
二
○
巻
の
稿
本
が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
ふ
る
と
、
す
べ
て
の
巻
の
出

版
を
望
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
が
、
志
は
中
途
で
挫
折
し
た
。

こ
れ
と
平
行
し
、
「
施
療
日
用
急
索
ノ
害
一
本
ヲ
以
テ
坐
右
二
置
カ
ン
ト
」
し
、
コ
ン
ラ
ジ
の
『
病
理
学
各
論
』
を
訳
し
、
こ
れ
を
基
幹
と

し
、
次
の
諸
害
を
参
考
に
し
た
。
「
ス
・
フ
レ
ン
ゲ
ル
ノ
医
学
通
論
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
ノ
経
験
遺
訓
ヲ
折
衷
シ
、
更
二
（
遠
西
）
名
物
考
、
同
補

遺
、
（
和
蘭
）
薬
鏡
、
舎
密
開
宗
、
（
ワ
ー
ト
ル
）
薬
性
論
諸
著
書
ノ
性
効
、
主
治
、
製
法
、
服
量
ヲ
薬
品
方
剤
ノ
下
二
抄
録
シ
、
全
部
ヲ
節
略
シ

１
Ｖ
マ
な
↓ こ

の
頃
、
順
蔵
の
様
子
に
異
状
な
も
の
が
あ
っ
た
。
黒
田
藩
藩
医
武
谷
祐
之

し
、
安
政
三
年
八
月
五
日
福
岡
を
出
発
し
た
。
八
月
中
旬
頃
と
思
わ
れ
る
が
、
”

（
四
）

時
の
様
子
を
一
‐
南
何
一
夢
（
二
）
」
の
中
で
、
「
備
前
岡
山
御
小
休
、
御
願
上
許
一

擢
異
数
ヲ
祝
セ
リ
、
然
ル
’
一
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
大
坂
緒
方
先
生
許
ニ
テ
達

タ
リ
シ
ガ
狂
疾
ノ
萠
シ
タ
リ
ゞ
ご
と
記
し
て
い
る
。

本
藩
の
直
臣
で
な
く
、
陪
臣
で
、
五
人
扶
持
と
い
う
薄
給
、
蘭
学
に
疎
い
備
一

て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

自
著
『
公
氏
医
宗
玉
海
』
（
万
延
元
年
刊
）
の
例
言
（
安
政
六
年
初
冬
識
）
の
中
で
「
去
歳
大
坂
二
遊
ビ
洪
庵
二
乞
テ
借
覧
ス
、
時
二
女
児
大
患

ス
ゴ

ニ
罹
リ
加
フ
ル
二
姻
家
（
夏
井
氏
）
ノ
為
に
憤
懲
ス
ル
所
ア
リ
、
故
二
読
書
ノ
外
、
毫
シ
モ
消
遣
ス
ル
（
憂
を
消
し
や
る
）
コ
ト
ナ
シ
」
と
識
し
て

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

に
異
状
な
も
の
が
あ
っ
た
ｃ
黒
田
藩
藩
医
武
谷
祐
之
（
順
蔵
の
門
人
元
立
の
子
）
は
藩
主
長
溥
の
江
戸
参
府
に
随
行

福
岡
を
出
発
し
た
。
八
月
中
旬
頃
と
思
わ
れ
る
が
、
祐
之
（
椋
亭
）
は
小
休
止
し
た
岡
山
で
順
蔵
を
訪
れ
た
。
こ
の

（
四
）

（
二
）
」
の
中
で
、
「
備
前
岡
山
御
小
休
、
御
願
上
許
可
ヲ
得
、
児
玉
順
蔵
ヲ
訪
フ
、
疎
澗
ノ
情
ヲ
述
、
ヘ
リ
、
予
ガ
抜

二
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
大
坂
緒
方
先
生
許
ニ
テ
逢
遇
セ
シ
時
二
比
ス
レ
バ
精
神
荘
味
タ
リ
、
生
来
神
経
鋭
敏
ノ
質

リ
シ
」
と
記
し
て
い
る
。

陪
臣
で
、
五
人
扶
持
と
い
う
薄
給
、
蘭
学
に
疎
い
備
前
藩
当
局
の
処
遇
は
、
順
蔵
を
酒
に
浸
ら
せ
、
性
格
を
ゆ
が
め
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テ
以
テ
袖
珍
本
ト
為
シ
私
二
題
シ
テ
玉
海
軍
要
ト
謂
フ
（
順
蔵
識
の
序
例
よ
り
）
。
」

た
ま
た
ま
順
蔵
が
緒
方
洪
庵
と
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
こ
の
『
玉
海
牽
要
』
の
稿
本
を
出
し
て
洪
庵
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
「
此
書
益
有
り

必
ズ
行
フ
ベ
シ
」
と
勧
め
ら
れ
、
出
版
に
ふ
み
き
っ
た
。
全
六
巻
を
出
版
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
第
言
二
巻

の
二
冊
の
象
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
洪
庵
の
序
文
（
二
枚
）
が
つ
け
ら
れ
、
そ
の
中
で
「
此
ノ
編
、
論
ズ
ル
病
証
ノ
条
纒
頗
ル
正
シ
ク
、
載
セ

サ
イ
セ
キ

ル
薬
術
甚
ダ
確
力
、
採
撰
（
拾
い
と
る
こ
と
）
極
メ
テ
浩
博
、
真
二
刀
圭
家
ノ
玉
海
ナ
リ
、
珊
瑚
、
珍
珠
拾
う
無
ク
ン
ゞ
〈
得
ズ
」
と
賛
辞
を
呈
し

順
蔵
の
著
訳
害
に
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
二
月
刊
の
『
公
氏
病
学
渕
源
一
と
『
公
氏
病
学
各
論
」
が
あ
る
。
前
者
は
第
十
巻
ま
で
出
版

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
筆
者
は
第
九
巻
の
ゑ
見
て
お
り
、
後
者
は
未
見
で
あ
る
の
で
今
回
は
こ
れ
に
は
触
れ
な
い
が
、
順
蔵
は
コ
ン
ラ
ジ
の

病
理
学
害
の
翻
訳
、
出
版
に
全
力
を
注
い
だ
。
し
か
し
経
済
的
に
恵
ま
れ
ず
、
ま
た
病
身
の
出
も
ど
っ
た
娘
、
孫
女
を
気
づ
か
い
な
が
ら
、
訳

書
の
全
刊
行
を
見
る
こ
と
な
く
、
文
久
元
年
九
月
二
日
、
大
坂
の
自
宅
で
五
十
七
歳
の
一
生
を
終
え
た
。
瑞
光
寺
（
大
阪
市
北
区
東
寺
町
）
に
埋

葬
さ
れ
た
。
瑞
光
寺
過
去
帳
に
よ
れ
ば
、
「
居
中
庵
庸
心
寿
居
士
、
文
久
元
年
九
月
朔
日
、
児
玉
順
蔵
、
土
葬
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
現
存
す
る
墓
は
、
か
な
り
あ
と
に
な
っ
て
子
孫
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
正
天
皇
即
位
を
記
念
し
て
、
物
故

志
士
先
哲
の
顕
彰
を
行
わ
れ
た
が
、
門
弟
花
房
義
質
、
黒
田
綱
彦
ら
の
尽
力
に
よ
り
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
十
一
月
十
日
正
五
位
を
贈
ら
れ

た
。
位
記
は
神
戸
市
在
住
児
玉
順
三
医
博
の
も
と
に
あ
る
。

て
い
る
０

通
称
は
初
め
本
立
、
改
め
て
立
悪
、
字
は
子
敬
、
諄
は
経
恭
、
号
は
抱
節
、
ほ
か
に
鳩
棄
と
も
号
し
た
。
抱
節
は
寛
政
三
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
で
篠
野
貞
文
（
の
ち
五
十
村
と
改
姓
）
の
次
男
と
し
て
生
れ
た
が
、
享
和
元
年
（
一
八
○
一
）
、
父
を
失
い
、
叔
父
篠
野
盛
堅
に
養
わ
れ
た
が
、

の
ち
備
前
藩
家
老
日
置
氏
（
金
川
を
領
有
）
の
侍
医
難
波
立
達
（
三
代
目
）
の
養
嗣
と
な
っ
た
。
文
化
八
年
（
一
八
二
）
春
、
京
都
の
吉
益
南
涯

二
、
難
波
抱
節
（
一
七
九
一
’
一
八
五
九
）
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「
胎
産
新
書
』
巻
一
、
用
薬
の
項
に
二
人
の
妊
娠
中
の
婦
人
の
乳
癌
摘
出
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
㈲
「
児
嶋
上
村
辰
次

ウ
レ

女
、
二
十
二
、
乳
癌
ヲ
患
う
、
来
リ
テ
治
ヲ
請
う
、
タ
マ
タ
マ
受
胎
七
カ
月
、
宗
汗
薬
ヲ
服
ス
、
方
中
風
茄
子
烏
頭
有
り
、
候
其
酔
迷
、
割
り

こ
の
序
に
記
し
た
よ
う
Ｅ
一
年
数
ヵ
月
の
京
都
遊
学
を
終
わ
り
、
帰
郷
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
『
産
科
紀
聞
』
を
編
輯
し
た
。
こ
の
年
六
月

十
三
日
南
涯
が
死
去
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
帰
郷
を
決
意
し
た
原
因
の
一
つ
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
年
の
七
月
あ
る
い
は
八
月
に
帰
郷
し
た

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
翌
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
春
、
泉
州
堺
の
華
岡
鹿
城
（
青
洲
の
弟
）
の
塾
に
入
門
、
外
科
を
学
ん
だ
。
つ
い
で
紀
伊

平
山
の
塾
に
入
門
し
た
と
思
わ
れ
る
。
平
山
塾
の
門
人
帳
に
は
文
化
十
一
年
四
月
二
十
四
日
金
川
、
難
波
立
原
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
乳

癌
の
手
術
や
脱
疽
の
切
断
術
を
学
ん
だ
。
後
年
こ
れ
ら
の
手
術
が
郷
里
備
前
金
川
で
施
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
後
述
）
。
こ
の
年
『
校
本
観
証
弁

（
一
九
）

疑
附
言
』
を
著
述
し
、
一
方
三
角
墓
考
』
を
写
本
し
て
い
る
。
翌
文
化
十
二
年
に
帰
郷
、
産
科
、
外
科
を
中
心
に
診
療
を
行
う
と
共
に
、
思

（
二
○
×
二
二
（
二
二
）

誠
堂
塾
を
開
き
、
多
く
の
門
人
を
養
成
し
た
。
そ
の
診
療
症
例
は
自
著
の
『
胎
産
新
書
』
、
『
瘡
瘍
新
書
』
、
及
び
長
男
経
直
（
東
里
）
著
『
外
科

（
一
一
二
一
）

小
補
」
に
多
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
胎
産
新
書
』
に
は
こ
の
ほ
か
多
く
の
門
弟
や
交
遊
の
あ
っ
た
知
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

著
書
そ
の
他
か
ら
門
人
約
七
十
名
、
交
遊
関
係
を
示
す
十
数
人
を
確
認
で
き
る
。

世
試
験
中
二
出
ズ
．
：
…
」
。

（
一
一
ハ
）

に
本
道
を
、
賀
川
蘭
斎
に
産
科
を
学
ん
だ
。
同
年
十
月
南
涯
の
金
置
要
略
の
講
義
を
筆
記
し
、
こ
れ
を
『
金
置
要
略
記
聞
』
と
名
付
け
た
。
文

（
一
七
）

化
九
年
八
月
に
は
師
蘭
斎
よ
り
治
術
秘
訣
及
び
家
書
伝
授
の
免
許
状
を
授
け
ら
れ
た
。
ま
た
蘭
斎
か
ら
口
授
を
受
け
た
も
の
を
『
産
科
紀
聞
』

四
巻
に
ま
と
め
た
。
自
筆
の
「
序
」
は
文
化
十
年
七
月
、
京
都
執
中
館
で
記
し
て
い
る
。

こ
の
中
で
「
余
辛
未
（
文
化
八
年
）
春
、
京
師
二
客
淋
シ
、
医
ヲ
吉
益
氏
二
受
ケ
テ
、
産
科
〈
賀
川
先
生
一
一
学
ブ
、
先
生
ノ
業
ヲ
為
ス
｜
一
朝
壁

夕
校
、
面
シ
ロ
授
ヲ
命
ズ
、
余
ャ
随
聞
随
記
、
蚊
一
一
三
年
其
ノ
記
録
ス
ル
コ
ト
錯
誤
一
一
一
ア
ラ
ズ
、
今
效
七
月
将
一
一
郷
二
還
ラ
ン
ト
シ
、
再
ビ

ク
シ
ン

之
ヲ
校
讐
（
考
え
し
ら
べ
る
）
シ
、
科
条
（
箇
條
）
ヲ
分
別
シ
、
彙
類
（
同
じ
類
）
ヲ
区
形
（
区
割
り
）
シ
、
輯
メ
テ
四
巻
ト
ナ
ス
、
皆
先
生
ノ
歴

抱
節
の
乳
癌
手
術
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年
間
の
初
め
に
手
術
し
た
こ
と
に
な
る
）

一
、
マ
（
約
四
八
五
グ
ラ
ム
）

ロ
和
気
郡
塩
田
村
林
蔵
妻
三
十
六
、
妊
娠
六
ヵ
月
、
乳
癌
ヲ
患
う
、
前
剤
ヲ
服
シ
、
コ
レ
ヲ
療
ス
、
コ
レ
ヲ
秤
ル
ー
厳
重
百
三
十
銭
、
妨
ゲ
無

テ
「
一
レ
ヲ
取
ル
、
二
十
余
日
全
ク
愈
１
、
期
二
及
ビ
女
ヲ
産
ム
、
今
一
一
三
十
余
年
、
其
ノ
女
ス
デ
’
一
嫁
シ
男
ヲ
産
ム
、
母
マ
タ
惹
ナ
シ
。
（
文
政

ま
た
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
三
月
に
因
州
鳥
取
の
婦
人
の
乳
癌
摘
出
術
を
行
っ
て
い
る
が
、
常
人
の
三
倍
量
の
麻
酔
薬
を
用
い
て
酔
迷
状
態

を
得
た
と
い
う
症
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
（
『
外
科
小
補
』
）
。

難
波
経
直
（
一
抱
節
の
長
男
』
）
は
『
外
科
小
補
』
の
中
で
、
「
起
廃
甲
之
巻
、
麻
沸
湯
論
条
評
」
の
項
目
で
、
麻
沸
や
麻
沸
湯
と
い
う
語
の
文
献

上
の
由
来
を
述
べ
、
麻
沸
湯
の
名
前
は
不
適
当
で
、
麻
薬
と
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
蒙
汗
薬
の
語
を
多
用
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
文
中

で
、
「
麻
薬
華
岡
子
其
ノ
伝
ヲ
秘
ス
、
家
君
（
抱
節
）
弟
子
ト
躬
親
嘗
試
シ
、
以
テ
其
ノ
方
ヲ
定
ム
、
毎
年
療
ス
ル
所
数
十
人
ヲ
下
ラ
ズ
、
ホ
ト

ン
ド
将
二
五
十
年
ニ
ナ
ラ
ン
ト
ス
、
其
ノ
効
、
奏
七
ザ
ル
老
無
シ
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
経
直
が
豊
後
日
出
の
帆
足
万
里
の
塾
に
遊
学
し
た

時
、
経
直
は
袖
手
宿
（
包
茎
）
の
男
を
麻
薬
を
用
い
て
治
療
し
た
。
こ
の
時
烏
頭
を
方
中
に
伍
し
た
が
、
そ
の
毒
は
惇
桿
で
あ
る
の
で
、
こ
れ

は
除
い
た
方
が
よ
い
と
考
え
、
万
里
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
同
じ
考
え
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
以
後
烏
頭
を
除
い
て
．
物
（
記
し
て
い

な
い
が
蔓
陀
羅
華
と
考
え
ら
れ
る
）
一
銭
弐
分
、
当
帰
、
川
言
、
天
南
星
、
白
莚
各
弐
分
、
右
五
味
、
各
別
二
細
到
シ
、
修
合
剤
ト
ナ
ス
、
水
三

升
ヲ
モ
ッ
テ
又
火
煮
シ
、
一
升
ヲ
取
ル
」
と
製
法
を
記
し
、
さ
ら
に
こ
の
薬
を
用
い
る
に
は
、
二
、
三
日
前
か
ら
飲
食
を
撰
択
し
、
強
壮
健
胃

剤
を
服
用
さ
せ
、
当
日
は
朝
食
は
止
め
、
こ
れ
を
頓
服
さ
せ
る
。
壮
者
は
標
準
量
で
、
や
せ
て
い
る
者
は
三
分
の
二
、
小
児
で
十
歳
内
外
は
半

量
と
す
べ
き
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
薬
を
服
用
し
て
一
時
（
今
の
二
時
間
）
後
、
手
術
を
す
べ
き
で
あ
る
。
や
や
速
い
も
の
は
半

時
（
一
時
間
）
も
す
ぎ
な
い
で
麻
倒
し
、
最
も
速
い
者
は
、
飲
承
ほ
す
と
す
ぐ
に
手
痒
を
覚
え
、
言
語
が
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
。
そ
し
て
「
此

ノ
薬
ヲ
服
シ
麻
倒
セ
ザ
ル
者
千
百
人
中
或
ハ
ー
、
二
有
り
、
其
ノ
人
皆
強
忍
シ
、
能
ク
其
ノ
痛
苦
二
耐
フ
」
と
述
べ
、
青
洲
先
生
の
方
法
も
、

鎌
田
玄
台
の
論
じ
て
い
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
く
、
詳
し
く
は
『
瘡
瘍
新
書
』
に
書
い
て
あ
る
。
「
凡
ソ
医
〈
頑
肉
ヲ
割
り
病
疾
ヲ
去
ル
’
一
、
此
ノ

咳／
、
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ま
た
抱
節
あ
る
い
は
長
男
経
直
の
門
人
が
抱
節
の
乳
癌
手
術
の
こ
と
に
つ
い
て
言
き
の
こ
し
て
い
る
。

一
、
備
中
千
原
村
直
吉
の
妻
三
十
七
歳
が
三
、
四
年
前
よ
り
乳
癌
を
患
い
、
初
め
梅
位
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
が
次
第
に
大
き
く
な
り
南
京
位
に

（
七
月
）

な
っ
た
。
安
政
三
年
初
秋
、
微
痛
を
覚
え
、
七
月
下
旬
抱
節
先
生
に
治
を
請
う
た
。
診
る
と
乳
癌
で
、
す
で
に
反
花
状
に
な
ろ
う
と
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
抱
節
は
治
療
す
る
こ
と
を
辞
退
し
た
が
、
病
家
は
強
い
て
治
を
乞
う
て
言
う
に
は
「
死
生
は
先
生
に
任
す
の
象
で
す
」
。
そ
れ

で
止
む
を
え
ず
八
月
二
十
日
、
蒙
汗
薬
を
与
え
、
乳
頭
上
を
一
字
に
減
断
し
、
消
息
子
で
乳
核
近
く
に
達
し
た
が
力
及
ば
ず
、
皮
核
が
離
間

し
、
砕
破
し
数
片
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
核
内
は
空
虚
で
、
稀
水
が
有
っ
た
。
先
生
が
言
う
に
は
、
果
し
て
反
花
状
で
あ
っ
た
。
「
今
か
ら
数

（
二
四
）

ヵ
月
で
治
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
。
周
囲
処
を
岩
肉
を
切
り
、
縫
合
せ
ず
、
蕪
を
貼
り
縛
帯
を
し
た
（
原
漢
文
、
岡
村
盛
純
識
）
。

一
、
経
直
の
門
人
生
田
安
宅
（
の
ち
広
瀬
元
恭
に
入
門
、
明
治
八
年
岡
山
県
病
院
の
初
代
病
院
長
と
な
る
）
は
、
当
時
（
十
六
歳
）
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
「
往
歳
（
安
政
元
年
）
四
月
金
川
抱
節
難
波
翁
乳
岩
ヲ
切
断
ス
、
我
ガ
東
里
（
経
直
）
先
生
ノ
塾
徒
皆
行
キ
テ
之
ヲ
視
ル
、
慎
（
安
宅
の
幼
名
）

（
二
匹
）

マ
タ
随
行
ス
、
八
、
九
月
又
乳
岩
及
ビ
脱
疽
ヲ
切
断
ス
ル
者
三
四
人
、
慎
タ
マ
タ
マ
眼
疾
一
一
罹
リ
行
ク
ヲ
果
サ
ズ
、
今
二
恨
卜
ナ
ス
」
と
記

し
、
抱
節
の
大
医
た
る
理
由
、
著
書
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
生
田
安
宅
は
後
年
（
三
十
四
、
五
年
後
）
、
約
八
百
字
（
漢
文
）
の
「
難

（
二
四
）

波
抱
節
伝
』
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
生
田
が
門
人
簿
を
見
た
時
、
飛
騨
国
一
国
を
除
い
て
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。

緒
方
正
清
は
、
岡
山
市
天
瀬
で
外
科
及
び
耳
鼻
咽
喉
科
を
開
業
し
て
い
た
抱
節
の
孫
立
達
の
所
蔵
し
て
い
た
産
科
器
具
を
実
見
し
、
そ
し
て

（
八
）

ま
た
『
胎
産
新
書
』
内
容
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
彼
の
大
著
『
日
本
産
科
学
史
』
の
中
で
、
胎
産
新
書
を
詳
し
く
紹
介
、
批
評
し
て
い
る
。
そ

薬
欠
ク
ベ
ヵ
ラ
ズ
」
と
述
べ
て
い
る
。
春
林
軒
塾
か
ら
麻
酔
法
を
備
前
金
川
に
導
入
し
、
毎
年
数
十
人
の
外
科
手
術
患
者
に
五
十
年
に
わ
た
っ

て
応
用
し
、
そ
の
術
を
長
男
、
門
人
達
に
伝
授
し
た
。

経
直
の
い
う
よ
う
に
青
洲
は
通
仙
散
の
処
方
は
秘
密
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
ま
た
特
別
の
免
許
を
得
た
者
に
伝
授
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
経
直
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
彼
も
ま
た
春
林
軒
塾
に
学
ん
だ
。
門
人
録
中
の
「
天
保
二
年
九
月
二
四
日
、
備
前
金
川
、
難
波
敬
哉
」
が

ろ
う
か
。
経
直
の
記
李

経
直
と
考
え
ら
れ
る
。
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の
結
論
と
し
て
、
「
難
波
抱
節
の
胎
産
新
書
は
、
従
来
の
産
科
書
に
卓
越
し
、
議
論
斬
新
、
実
例
豊
富
に
し
て
引
証
的
確
な
り
。
然
も
和
漢
の

成
耆
（
注
、
医
書
二
○
種
、
中
国
の
儒
書
八
七
種
、
仏
教
害
一
二
種
、
和
書
一
六
種
、
計
二
百
三
十
五
種
）
を
渉
猟
し
、
之
れ
に
西
洋
医
学
を
加
味
し

た
る
を
以
て
徳
川
季
世
に
於
け
る
最
良
の
産
科
書
と
し
て
推
称
す
る
値
あ
り
。
」
と
激
賞
し
て
い
る
。

引
用
書
目
と
し
て
二
三
五
種
を
列
記
し
て
い
る
が
、
医
書
の
約
八
割
が
中
国
の
医
書
で
、
關
方
系
と
し
て
、
『
解
体
新
書
』
と
野
呂
天
然
著

「
生
象
止
観
」
を
あ
げ
て
い
る
。

難
波
経
直
（
一
八
一
八
’
一
八
八
四
）
二
代
目
立
患

文
政
元
年
、
難
波
抱
節
の
長
男
と
し
て
備
前
金
川
に
生
れ
る
。
抱
節
は
経
直
が
「
固
肥
偏
僻
ノ
人
ト
ナ
ル
ヲ
欲
セ
ズ
、
師
ヲ
択
ビ
学
二
就

（
二
五
）

キ
、
雪
二
立
チ
股
ヲ
刺
シ
、
心
ヲ
神
聖
ノ
道
一
一
存
シ
、
カ
ヲ
活
人
ノ
術
一
一
尽
サ
シ
ム
」
る
た
め
、
吉
益
周
助
（
南
涯
？
）
華
岡
青
洲
、
賀
川
蘭

斎
、
藤
沢
東
涯
、
亀
井
昭
陽
に
学
ば
し
め
、
最
後
に
豊
後
日
出
の
帆
足
万
里
に
学
ん
だ
。

経
直
が
幼
く
し
て
大
坂
に
遊
学
（
吉
益
塾
か
）
し
て
い
た
時
、
た
ま
た
ま
抱
節
が
東
遊
し
た
折
、
経
直
を
つ
れ
て
華
岡
青
洲
に
入
門
し
た
。
談

論
中
青
洲
は
鎖
肛
図
解
を
示
し
て
そ
の
手
術
法
を
説
明
し
た
こ
と
を
、
自
著
『
外
科
小
補
』
の
中
で
記
し
て
い
る
。
他
の
自
著
で
入
門
を
「
天

保
紀
元
」
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
門
人
録
で
は
天
保
二
年
九
月
二
四
日
備
前
金
川
難
波
敬
哉
と
あ
る
の
が
、
経
直
と
思
わ
れ
る
。
父
抱
節
に
連

れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
が
天
保
元
年
で
あ
り
、
一
旦
大
坂
に
帰
り
改
め
て
翌
年
入
門
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
父
の
死
後
、
抱
節
の
学
塾
思
誠
堂
を

引
き
継
ぎ
、
多
く
の
門
弟
を
養
成
し
、
の
ち
岡
山
市
天
瀬
に
移
り
、
府
下
の
医
界
で
漢
蘭
折
衷
医
家
と
し
て
重
き
を
な
し
た
。
そ
の
ほ
か
著
書

（
一
一
一
ハ
）
，

と
し
て
、
『
種
痘
伝
習
録
」
が
あ
り
、
こ
の
書
の
末
尾
に
は
一
八
七
六
年
（
明
治
九
）
頃
の
「
岡
山
県
救
助
種
痘
医
名
簿
」
が
添
え
ら
れ
て
お

り
、
備
前
国
二
○
名
、
備
中
国
三
六
名
、
美
作
国
三
四
名
の
名
前
が
列
記
さ
れ
、
そ
の
あ
と
に
、
「
右
〈
内
外
医
科
、
正
直
廉
阯
、
種
痘
料
ヲ

資
セ
ザ
ル
好
生
ノ
医
員
協
議
済
生
ノ
名
簿
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
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不
遇
の
う
ち
に
一
生
を
終
っ
た
備
前
藩
陪
臣
の
蘭
方
医
児
玉
順
蔵
、
同
じ
陪
臣
の
漢
蘭
折
衷
医
の
難
波
抱
節
と
い
う
代
表
的
備
前
国
の
医
師

を
と
り
あ
げ
、
概
説
し
た
。
同
時
代
に
生
き
、
同
じ
藩
で
あ
っ
た
が
二
人
の
直
接
交
流
を
示
す
資
料
は
な
い
。
全
く
相
反
す
る
対
照
的
な
一
生

で
．
あ
っ
た
。

（
一
×
二
七
×
二
八
）

な
お
抱
節
お
よ
び
そ
の
一
門
の
牛
痘
接
種
、
洪
庵
と
の
種
痘
を
通
じ
て
の
交
流
は
拙
著
を
お
読
承
い
た
だ
き
た
い
。

（
一
一
）

へへへへへへ
一

‐プ口ノーL一ヒコフ箒五
レーンーンン

ご全文
……

へへ

四＝

レレ
終

り

に

森
紀
久
男
『
備
前
洋
学
の
開
祖
児
玉
順
蔵
先
生
』
、
岡
山
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
。

井
上
忠
校
訂
「
武
谷
祐
之
著
、
南
何
一
夢
日
」
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
○
号
、
七
一
頁
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
。
。
『
同
紀
要
』
十

一
号
、
二
四
九
頁
、
一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
。

田
中
助
一
氏
よ
り
中
山
沃
へ
の
私
信
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
。

中
山
沃
「
児
玉
家
文
書
に
つ
い
て
」
『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
、
二
七
一
号
、
三
三
頁
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
。

森
紀
久
男
『
抱
節
難
波
立
思
先
生
』
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
。

緒
方
正
清
『
日
本
産
科
学
史
』
、
一
九
一
九
（
大
正
八
年
）
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
）
復
刻
、
六
八
七
頁
。

三
浦
豊
彦
「
労
研
蔵
『
温
知
堂
文
庫
』
の
旧
蔵
者
難
波
抱
節
」
『
労
働
の
科
学
』
一
○
号
、
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
。

労
働
科
学
研
究
所
編
「
難
波
抱
節
（
立
恩
）
旧
蔵
書
『
温
知
堂
文
庫
』
目
録
の
ｌ
⑬
」
「
労
働
科
学
』
五
四
巻
二
号
’
五
五
巻
一
三
号
、
一
九
七

八
’
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
三
～
五
十
四
）
。

児
玉
順
蔵
「
奉
公
害
」
、
岡
山
大
学
図
書
館
蔵
「
池
田
家
文
庫
」
。

献
中
山
沃

中
山
沃

（
平
成
元
）
。

『
岡
山
の
医
学
』
日
本
文
教
出
版
、
岡
山
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
。

「
蘭
学
を
学
ん
だ
岡
山
の
医
師
群
像
ｌ
海
上
随
鴎
の
門
人
」
『
洋
学
資
料
に
よ
る
日
本
文
化
史
の
研
究
』
Ⅱ
、
一
頁
、
岡
山
、
一
九
八
九
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（
一
三
）

（
一
四
）

（
一
五
）

（
一
六
）

（
一
七
）

（
一
八
）

（
一
元
）

（
二
つ
）

（
二
一
）

（
二
二
）

（
二
三
）

（
二
四
）

（
一
一
五
）

（
一
二
〈
）

（
二
七
）

（
ニ
ハ
）

（
一
二
）

「
幽
恵
武
谷
（
元
立
）
之
墓
」
碑
文
、
（
前
略
）
シ
イ
ポ
ル
ト

中
年
西
洋
医
方
ヲ
志
ス
、
タ
マ
タ
マ
澳
医
椎
剥
留
等
ノ
門
弟
児
玉
順
蔵
来
リ
過
ギ
、
コ
レ
ヲ
家
二
留
ル
コ
ト
三
年
、
新
方
ヲ
聴
ク
コ
ト
ヲ
得
、
已
一
一

シ
テ
椎
氏
、
和
蘭
甲
比
丹
一
一
随
イ
幕
府
ヲ
観
ル
ノ
途
、
本
郡
木
屋
瀬
駅
一
一
館
ス
、
翁
館
｝
一
就
キ
椎
氏
ヲ
訪
フ
、
ノ
チ
同
志
百
武
万
里
、
有
吉
周
平
、

原
田
種
彦
数
人
ヲ
得
、
倶
一
一
長
崎
ニ
到
り
、
椎
ノ
講
学
一
一
親
灸
シ
大
イ
ニ
得
ル
所
有
り
、
時
一
一
翁
四
十
二
（
以
下
略
、
原
漢
文
）
。

岡
山
県
教
育
会
編
『
岡
山
県
教
育
史
』
上
巻
、
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
。

中
山
沃
「
あ
る
地
方
蘭
学
者
の
英
人
と
の
対
談
」
『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
二
五
九
号
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
。

黒
瀬
義
門
編
「
子
爵
花
房
義
質
君
事
略
』
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
。

難
波
抱
節
『
金
置
要
略
記
聞
』
写
、
岡
利
幸
蔵
。

難
波
抱
節
『
産
科
紀
聞
』
写
、
仲
田
文
四
郎
蔵
。

難
波
抱
節
『
校
本
観
証
弁
疑
附
言
』
写
、
筆
者
蔵
。

難
波
抱
節
『
胎
産
新
書
』
一
八
三
九
（
天
保
十
年
）
写
、
筆
者
蔵
。

難
波
抱
節
『
胎
産
新
書
』
写
、
一
八
五
四
（
嘉
永
六
）
の
多
紀
元
堅
の
序
文
の
あ
る
完
結
本
。

難
波
抱
節
『
瘡
瘍
新
書
』
未
発
見
、
門
人
写
の
「
瘡
瘍
新
書
図
」
一
冊
の
承
、
労
研
蔵
。

難
波
経
直
『
外
科
小
補
』
上
、
中
、
下
巻
三
冊
、
一
八
五
六
（
安
政
四
）
序
文
、
経
直
撰
。

生
田
安
宅
文
書
、
生
田
啓
吉
蔵
、
岡
大
医
学
部
資
料
室
寄
託
。

難
波
経
直
『
温
古
知
新
医
学
範
』
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
筆
者
及
び
労
研
蔵
。

難
波
経
直
『
種
痘
伝
習
録
』
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
、
仲
田
文
四
郎
及
び
労
研
蔵
。

中
山
沃
「
難
波
抱
節
と
緒
方
洪
庵
」
『
医
学
選
粋
」
四
号
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
。

中
山
沃
「
岡
山
地
方
の
牛
痘
接
種
の
初
め
」
『
医
学
選
粋
』
二
四
号
、
一
九
八
○
。

ヨ
角
纂
考
』
労
研
蔵
。

（
兵
庫
県
西
宮
市
）
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